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第１回委員会での主な意見と対応 

 

【第１回委員会】 

場 所：赤穂市役所２階 ２０４会議室 

日 時：平成２４年９月１２日（水）１４：３０～１６：３０ 

 

（１／２） 

No 意 見 対 応 

1 対策工については何か想定している案がある

か。 

現地調査結果、シミュレーション結果を踏ま

え、想定される原因を資料-3 で整理した。

これを基に、対策方針について資料-4 で整

理した。（資料-3、4 参照） 

2 近年は瀬戸内海全体が変化しているように思

うので、周辺海域が変化したことによる影響も

加えて解析を行うか。 

瀬戸内海の SS の変化は別紙 1のとおりであ

り、近年はほとんど横ばい状態である。計算

の境界条件には、これら既存調査結果、現地

調査結果を考慮して設定した。 

（別紙 1参照） 

3 唐船海岸のような自然海岸がぬかるむという現

象は、全国的に類似事例はあるか。 

 

全国的に港のシルテーション、航路埋没の事

例は多く報告がある。また、有明海では干潟

が泥化しているようで、その要因の一つとし

て砂分の流入減少が挙げられているが、20

～30 年の長期間での現象である。しかしな

がら、唐船海岸のぬかるみ対策の参考となる

ような海岸のぬかるみといった事例は今の

ところ、見つかっていない。（別紙 2参照）

4 現地調査期間中にイベントが発生すればよい

が、発生しなかった場合、原因の究明に関し

て、過去のイベントを想定するか、あるいは地

形や流入条件を変えるなど、何らかのイベント

を想定したシミュレーションが必要と考えるがど

うか。 

今回の観測期間中、小規模波浪（有義波 1.0m

程度）は観測されたが、河川出水や高波浪な

どの大きなイベントは発生しなかった。 

したがって、河川出水、高波浪を想定したシ

ミュレーションを実施した。（資料-3 参照）

 

 

 

資料-1 
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（２／２） 

No 意 見 対 応 

5 現地を見た限りでは多量に泥が堆積している

ので、量に対する説明も検討してほしい。例え

ば、堆積している泥が何年かけて堆積したか、

など。 

現在の泥の堆積量について、現地調査結果よ

り整理した。また、泥の堆積年数については、

現地調査の結果では判断できる結果は得ら

れなかったが、小規模な波浪でぬかるみが常

に移動していることが現地調査で確認され

た。（資料-2参照） 

なお、堆積量については、イベントによる大

量の泥の堆積を想定（現地調査、既存資料整

理に基づく）して検討した。（資料-3 参照）

6 波浪の観測期間は1週間となっているが、短い

のではないか。 

波浪観測期間は 9月末から 11月末まで実施

し、併せて他の連続調査（流況、濁度）に

ついても同じ期間観測した。（資料-2 参照）

7 面的な広がり方を把握することが重要なの

で、例えば出水時に上空からカメラなどで

撮影しておいた方が良いのではないか。 

河川出水がなかったため、ご指摘の出水時

撮影は実施していない。 

8 出水時の採水については、濁りが多く流れ

込んでいるときに採水できないと必要な情

報が得られないのではないか。また、濁水

中の粒度組成も調べるのか。 

小規模な出水において、計 4 回の調査を実

施し、可能な限り 2 時間間隔で採水した。

また、粒度組成も分析した。 

（資料-2 参照） 

9 当面の目標として来年度の海水浴場の再開

を目指すことは理解しているが、千種川河

口部の水産資源の回復のための対応につい

ても検討してほしい。 

現状のぬかるみの状況を把握するためには

今回の調査に加えて追加で実施する項目も

ある。現段階では現地状況の把握を追加実

施していきながら、対策を検討したい。 

（資料-4 参照） 
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出典）瀬戸内海総合水質調査 HP 

図 1 瀬戸内海の水質 SS の変遷 

別紙１ 

（播磨灘の水質推移） 

瀬戸内海全体では、水質 SS はほぼ横ばいであ

る。近年の播磨灘の水質 SS も横ばいで推移して

おり、概ね上層、下層ともに 2.0mg/L 程度である。

※グラフの数値は各調査時期の全地点の平均値 

播磨灘 

瀬戸内海全体 

紀伊水道 

大阪湾 

備讃瀬戸 
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出典）第１５回有明海・八代海総合調査評価委員会（平成 17 年） 資料 2-1 より抜粋 

 

 

別紙２ 

（海岸の泥化の全国事例） 

有明海では泥化の報告があり、その要因の一つとして流入土砂の細粒化を上げている。た

だし、時間スパンとして 20 年～30 年での現象であり、唐船海岸の現象とは異なっていると考え

られる。 

その他、海岸に泥が堆積してぬかるむという事例報告は見当たらない。 


